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仮
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市
　
　
地
　
　
　
　
英

一

　

江
戸
時
代
の
小
説
類
に
は
い
わ
ゆ
る
変
体
仮
名
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
現
代

人
に
と
っ
て
そ
の
読
書
を
困
難
に
し
て
い
る
。【
カ
）
1
（

】
や
【
ケ
】
や
【
シ
】
な

ど
に
複
数
種
の
字
体
が
あ
り
、
文
中
に
使
用
さ
れ
る
の
が
通
常
で
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
こ
と
は
、
平
仮
名
の
字
体
が
一
種
類
に
な
っ
て
い
る
我
々
に
と
っ
て
奇

異
な
表
記
法
と
い
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
複
数
種
の
仮
名
字
体
の
使
用
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
教

養
層
か
ら
庶
民
層
ま
で
幅
広
く
、
文
章
表
記
の
方
法
と
し
て
ご
く
普
通
に
機
能

し
て
い
た
。
庶
民
層
ま
で
読
み
書
き
が
浸
透
し
た
の
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か

ら
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
か
ら
平
仮
名
字
体
の
種
類
は
豊
富
で
あ

り
、
文
芸
や
消
息
な
ど
の
文
章
表
記
に
多
種
類
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
現
行
仮

名
表
記
の
時
代
よ
り
、
平
仮
名
字
体
の
種
類
が
豊
富
な
時
代
の
方
が
、
歴
史
的

に
長
い
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
江
戸
後
期
の
小
説
、
読
本
と
合
巻
を
比
較
し
、
変
体
仮
名
の
種
類

が
多
い
平
仮
名
表
記
の
実
態
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

　

江
戸
時
代
の
小
説
に
使
用
さ
れ
て
い
た
変
体
仮
名
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で

様
々
な
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
板
本
の
仮
名
字
体
に
つ
い
て

は
江
戸
時
代
の
小
説
類
が
時
代
を
下
る
に
つ
れ
て
、
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
、
平
仮
名

の
種
類
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
）
2
（
る
。
江
戸
時

代
の
小
説
類
に
お
い
て
は
、
小
説
の
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
、
使
用
さ
れ
る
平
仮

名
の
種
類
総
数
が
異
な
る
と
い
う
特
徴
が
み
ら
れ
る
。

　

読
本
と
合
巻
の
体
裁
と
し
て
は
、
読
本
は
匡
郭
の
内
に
整
然
と
文
が
並
び
、

挿
絵
は
別
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
文
章
は
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
で
、
漢

語
が
多
用
さ
れ
て
お
り
、
漢
字
の
多
く
に
平
仮
名
で
振
り
仮
名
が
振
ら
れ
て
い

る
。
一
方
、
合
巻
は
絵
が
中
心
に
据
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
周
り
に
文
章
が
配

置
さ
れ
て
い
る
。
文
章
は
平
仮
名
主
体
で
、
漢
字
は
極
力
少
な
く
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
小
説
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
違
い
と
、
文
体
と
し
て
の
違
い
が
あ
れ

ば
、
平
仮
名
の
種
類
総
数
、
そ
の
有
り
方
も
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

個
々
の
作
品
を
調
査
・
検
討
し
た
先
行
研
究
は
多
く
あ
る
が
、
読
本
を
個
別
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に
調
査
し
た
研
）
3
（
究
は
少
な
く
、
馬
琴
読
本
を
調
査
し
た
研
究
は
仮
名
字
体
総
数

が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
具
体
的
な
字
体
は
示
さ
れ
て
い
な
）
4
（
い
。

　

本
稿
で
扱
う
読
本
と
合
巻
で
は
、
ジ
ャ
ン
ル
と
読
者
対
象
が
異
な
る
、
同
時

期
の
小
説
の
実
態
が
比
較
可
能
で
あ
る
。
使
用
さ
れ
た
平
仮
名
の
種
類
に
つ
い

て
比
較
し
て
、
具
体
的
な
違
い
を
み
て
い
き
た
い
。

　

読
本
に
限
ら
ず
、
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
本
は
、
木
版
に
よ
る
印
刷
で
制

作
さ
れ
て
い
る
た
め
、
自
筆
稿
本
と
板
本
と
で
は
表
記
の
改
変
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
あ
っ
た
。
作
家
が
書
い
た
稿
本
を
、
筆
耕
が
清
書
し
、
彫
り
師
が
清
書
を

基
に
板
を
彫
る
、
少
な
く
と
も
三
人
以
上
の
手
を
経
て
、
読
者
の
手
に
届
く
本

の
表
記
が
決
定
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
改
変
は
容
易
に
起
こ
り
う
る
こ
と
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。
作
家
の
意
図
せ
ざ
る
文
面
に
な
っ
て
し
ま
う
場
合
も
あ
っ
た

ら
し
く
、
曲
亭
馬
琴
が
『
朝あ
さ
い
し
ま
め
ぐ
り
き

夷
巡
嶋
記
』
で
、
板
本
の
表
記
ゆ
れ
に
つ
い
て

「
句
読
を
訛
り
。
語
勢
を
失
ひ
。
文
義
を
謬
ざ
る
も
の
稀
な
）
5
（
り
。」
と
板
本
に
至

る
過
程
で
生
じ
た
誤
謬
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
読
者
が
実
際
に
目
に
し
た
書
面
は
、
板
本
と
し
て

流
通
し
た
本
で
あ
る
。
板
本
の
平
仮
名
表
記
の
調
査
は
、
こ
の
大
衆
性
に
受
け

入
れ
ら
れ
た
媒
体
と
し
て
考
察
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
江
戸
の
作
家
、
曲
亭
馬
琴
の
、
最
も
読
者

を
獲
得
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
読
本
の
一
つ
、『
椿ち
ん

説せ
つ

弓ゆ
み

張は
り

月づ
き

』（
文
化
四
年
）

と
、
同
作
家
の
合
巻
『
行ゆ
き

平ひ
ら

鍋な
べ

須す

磨ま
の

酒さ
か

宴も
り

』（
文
化
九
年
）
の
平
仮
名
実
態
の

比
較
を
試
み
）
6
（
る
。

　

今
回
は
字
母
の
種
類
を
調
査
し
た
。
江
戸
時
代
の
作
品
の
調
査
に
お
い
て
は
、

同
字
母
で
あ
っ
て
も
字
形
の
違
う
も
の
を
、
使
い
分
け
が
な
さ
れ
る
字
体
と
し

て
認
定
す
る
場
合
）
7
（
が
多
く
、『
椿
説
弓
張
月
』、『
行
平
鍋
須
磨
酒
宴
』
に
お
い

て
も
、
読
本
の
《
奈
》、
読
本
・
合
巻
の
《
尓
》《
毛
》
な
ど
平
仮
名
字
体
の
異

な
り
が
共
通
し
て
お
り
、
検
討
す
べ
き
と
い
え
る
が
、《
久
》
な
ど
使
い
分
け

が
な
さ
れ
て
い
る
字
体
の
異
な
り
の
判
断
が
難
し
い
も
の
も
多
く
、
認
定
基
準

を
決
め
る
必
要
も
で
て
き
て
、
調
査
が
煩
雑
化
し
て
し
ま
う
。
本
稿
で
は
、
確

実
に
区
別
が
で
き
る
、
字
源
の
違
い
と
い
う
枠
で
の
平
仮
名
表
記
の
実
態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
）
8
（
た
。

　

読
本
『
椿
説
弓
張
月
』
は
本
文
と
振
り
仮
名
に
分
け
て
字
母
を
調
査
し
た
。

合
巻
『
行
平
鍋
須
磨
酒
宴
』
の
場
合
は
、
文
章
中
に
漢
字
に
振
り
仮
名
を
ふ
っ

て
い
る
例
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
が
、
用
例
数
が
少
な
い
た
め
省
い
た
。

　

調
査
範
囲
は
次
の
通
り
で
、
調
査
し
た
字
数
は
そ
れ
ぞ
れ
約
八
〇
〇
〇
字
で

あ
る
。『

椿
説
弓
張
月
』
前
編

本
文　
　
　

巻
之
一　

七
丁
裏
〜
巻
之
二　

三
丁
裏　

三
行
目

振
り
仮
名　

巻
之
一　

七
丁
裏
〜
巻
之
二　

一
丁
表　

二
行
目

『
行
平
鍋
須
磨
酒
宴
』

本
文　
　
　

三
丁
裏
〜
十
五
丁
表　

九
行
目

二

　

ま
ず
、『
椿
説
弓
張
月
』
前
篇
の
本
文
と
振
り
仮
名
、
及
び
『
行
平
鍋
須
磨

酒
宴
』
の
本
文
で
ど
の
よ
う
な
平
仮
名
字
母
が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
、
全
体
的

に
み
て
い
き
た
い
。

　
『
椿
説
弓
張
月
』
本
文
・
振
り
仮
名
、『
行
平
鍋
須
磨
酒
宴
』
の
本
文
に
お
い
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て
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
て
い
た
字
母
の
種
類
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
椿
説
弓
張
月
』
本
文　
　
　

八
〇
種

『
椿
説
弓
張
月
』
振
り
仮
名　

五
七
種

『
行
平
鍋
須
磨
酒
宴
』
本
文　

六
三
種

　

次
に
、
ど
の
よ
う
な
字
母
が
使
用
さ
れ
て
い
た
の
か
具
体
的
に
み
て
い
き
た

い
。

　
『
椿
説
弓
張
月
』
本
文
（
八
〇
種
）

　

・
字
母
が
一
種
の
も
の
（
二
十
二
の
仮
名
）

【
イ
】
以
【
ウ
】
宇
【
エ
】
衣
【
オ
】
於
【
ク
】
久
【
サ
】
左
【
セ
】
世

【
ソ
】
曽
【
チ
】
知
【
テ
】
天
【
ナ
】
奈
【
ヌ
】
奴
【
ミ
】
三
【
ム
】
武

【
モ
】
毛
【
ヤ
】
也
【
ユ
】
由
【
ヨ
】
与
【
ラ
】
良
【
ワ
】
王
【
ヰ
】
為

【
ン
】
无

　

・
字
母
が
二
種
の
も
の
（
十
九
の
仮
名
）

【
ア
】
安 

阿
【
カ
】
可 

加
【
キ
】
幾 

起
【
コ
】
己 

古
【
シ
】
之 

志

【
タ
】
多 

太
【
ト
】
止 

登
【
ネ
】
祢 

年
【
ノ
】
乃 

能
【
ヒ
】
比 
飛

【
フ
】
不 

婦
【
ヘ
】
部 

遍
【
ホ
】
本 

保
【
マ
】
末 

満
【
メ
】
女 
免

【
リ
】
利 

里
【
レ
】
礼 

連
【
ロ
】
呂 

路
【
ヲ
】
遠 

越

　

・
字
母
が
三
種
の
も
の
（
四
つ
の
仮
名
）

【
ケ
】
介 

計 

希
【
ス
】
春 

須 

寸
【
ツ
】
川 

徒 

津

【
ハ
】
者 

八 

盤

　

・
字
母
が
四
種
の
も
の
（
二
つ
の
仮
名
）

【
ニ
】
尓 

丹 

耳 

仁
【
ル
】
留 

累 

類 

流

　
『
椿
説
弓
張
月
』
振
り
仮
名
（
五
七
種
）

　

・
字
母
が
一
種
の
も
の
（
三
十
九
の
仮
名
）

【
ア
】
安
【
イ
】
以
【
ウ
】
宇
【
エ
】
衣
【
オ
】
於
【
カ
】
可
【
キ
】
幾

【
ク
】
久
【
コ
】
己
【
サ
】
左
【
セ
】
世
【
ソ
】
曽
【
チ
】
知
【
ツ
】
川

【
テ
】
天
【
ト
】
止
【
ナ
】
奈
【
ニ
】
尓
【
ヌ
】
奴
【
ノ
】
乃
【
ヒ
】
比

【
フ
】
不
【
ヘ
】
部
【
マ
】
末
【
ム
】
武
【
メ
】
女
【
モ
】
毛
【
ヤ
】
也

【
ユ
】
由
【
ヨ
】
与
【
ラ
】
良
【
ル
】
留
【
レ
】
礼
【
ロ
】
呂
【
ワ
】
王

【
ヲ
】
遠
【
ヰ
】
為
【
ヱ
】
恵
【
ン
】
无

　

・
字
母
が
二
種
の
も
の
（
九
つ
の
仮
名
）

【
ケ
】
介 

計
【
シ
】
之 

志
【
ス
】
春 

寸
【
タ
】
多 

太
【
ネ
】
祢 

年

【
ハ
】
者 

八
【
ホ
】
本 

保
【
ミ
】
三 

美
【
リ
】
利 

里

　
『
行
平
鍋
須
磨
酒
宴
』
本
文
（
六
三
種
類
）

　

・
字
母
が
一
種
の
も
の
（
三
十
三
の
仮
名
）

【
ア
】
安
【
イ
】
以
【
ウ
】
宇
【
エ
】
衣
【
オ
】
於
【
ク
】
久
【
コ
】
己

【
サ
】
左
【
セ
】
世
【
ソ
】
曽
【
チ
】
知
【
テ
】
天
【
ト
】
止
【
ナ
】
奈

【
ヌ
】
奴
【
ノ
】
乃
【
フ
】
不
【
ヘ
】
部
【
ホ
】
本
【
ミ
】
三
【
ム
】
武

【
メ
】
女
【
モ
】
毛
【
ヤ
】
也
【
ユ
】
由
【
ヨ
】
与
【
ラ
】
良
【
ル
】
留

【
ロ
】
呂
【
ワ
】
王
【
ヰ
】
為
【
ヱ
】
恵
【
ン
】
无

　

・
字
母
が
二
種
の
も
の
（
十
五
の
仮
名
）

【
カ
】
可 
加
【
キ
】
幾 

起
【
ケ
】
介 

計
【
シ
】
之 

志
【
ス
】
春 

寸

【
タ
】
多 
太
【
ツ
】
川 

徒
【
ニ
】
尓 

仁
【
ネ
】
祢 

年
【
ハ
】
者 

八

【
ヒ
】
比 

飛
【
マ
】
末 

満
【
リ
】
利 

里
【
レ
】
礼 

連
【
ヲ
】
遠 

越
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最
も
字
母
の
種
類
が
多
い
の
は
、
読
本
本
文
の
【
ニ
】【
ル
】
で
四
種
の
字

母
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
読
本
振
り
仮
名
と
合
巻
は
一
種
か
ら
二
種
に
留
ま
っ

て
い
る
の
で
、
読
本
本
文
は
三
種
以
上
使
用
さ
れ
て
い
る
仮
名
が
あ
り
、
更
に

半
数
以
上
の
仮
名
に
複
数
種
の
字
母
が
使
用
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
と
い
え
る
。

二
種
の
字
母
が
使
用
さ
れ
て
い
る
仮
名
が
、
読
本
振
り
仮
名
よ
り
合
巻
の
方
が

多
い
の
は
、
平
仮
名
文
に
よ
る
機
能
的
な
使
用
が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
か
と
推

測
で
き
る
。

　

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
共
通
し
た
字
母
を
分
類
し
て
み
る
。

Ａ　

読
本
本
文
・
振
り
仮
名
、
合
巻
す
べ
て
に
み
ら
れ
た
字
母

【
ア
】
安
【
イ
】
以
【
ウ
】
宇
【
エ
】
衣
【
オ
】
於
【
カ
】
可
【
キ
】
幾

【
ク
】
久
【
コ
】
己
【
サ
】
左
【
セ
】
世
【
ソ
】
曽
【
チ
】
知
【
ツ
】
川

【
テ
】
天
【
ト
】
止
【
ナ
】
奈
【
ニ
】
尓
【
ヌ
】
奴
【
ノ
】
乃
【
ヒ
】
比

【
フ
】
不
【
ヘ
】
部
【
ホ
】
本
【
マ
】
末
【
ミ
】
三
【
ム
】
武
【
メ
】
女

【
モ
】
毛
【
ヤ
】
也
【
ユ
】
由
【
ヨ
】
与
【
ラ
】
良
【
ル
】
留
【
レ
】
礼

【
ロ
】
呂
【
ワ
】
王
【
ヰ
】
為
【
ヲ
】
遠
【
ン
】
无

【
ケ
】
介 

計
【
シ
】
之 

志
【
ス
】
春 

寸
【
タ
】
多 

太
【
ネ
】
祢 

年

【
ハ
】
者 

八
【
リ
】
利 

里

Ｂ　

読
本
本
文
と
合
巻
に
み
ら
れ
た
字
母

【
カ
】
加
【
キ
】
起
【
ツ
】
徒
【
ニ
】
仁
【
ヒ
】
飛
【
マ
】
満
【
レ
】
連

【
ヲ
】
越

Ｃ　

読
本
本
文
・
振
り
仮
名
に
み
ら
れ
た
字
母

【
ホ
】
保

Ｄ　

読
本
振
り
仮
名
と
合
巻
に
み
ら
れ
た
字
母

【
ヱ
】
恵

Ｅ　

読
本
振
り
仮
名
の
み
に
み
ら
れ
た
字
母

【
ミ
】
美

Ｆ　

読
本
本
文
の
み
に
み
ら
れ
た
字
母

【
ア
】
阿
【
ケ
】
希
【
コ
】
古
【
ス
】
須
【
ツ
】
津
【
ト
】
登
【
ニ
】
丹 

耳

【
ノ
】
能
【
ハ
】
盤
【
フ
】
婦
【
ヘ
】
遍
【
メ
】
免
【
ル
】
類 

累 

流

【
ロ
】
路

　

Ａ
に
挙
げ
た
字
母
は
四
十
八
の
仮
名
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
、
当
時

の
平
仮
名
表
記
上
、
基
本
に
な
っ
て
い
た
字
母
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
平

仮
名
ば
か
り
で
書
か
れ
る
合
巻
の
文
章
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
大
衆
的
な
平
仮

名
文
で
あ
る
と
き
は
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｄ
の
字
母
が
基
本
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。

一
方
で
、
合
巻
に
登
場
す
る
字
母
は
す
べ
て
読
本
本
文
・
振
り
仮
名
に
使
用
さ

れ
て
い
る
が
、
読
本
本
文
・
振
り
仮
名
に
は
、
本
文
で
は
Ｃ
・
Ｆ
、
振
り
仮
名

で
は
Ｃ
・
Ｅ
の
よ
う
に
、
合
巻
に
は
な
い
字
母
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

Ｂ
は
読
本
本
文
と
、
合
巻
と
に
共
通
す
る
、
す
な
わ
ち
文
・
文
章
の
表
記
に

用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
語
の
区
切
れ
や
文
の
切
れ
目
な
ど
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の
表
示
に
活
用
さ
れ
た
仮
名
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
Ｂ
に
つ
い
て
は
後
述
す

る
。

　

Ｃ
は
【
ホ
】《
保
》
の
み
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
表
1
は
【
ホ
】
の
使
用
数

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
（
割
合
（
小
数
点
以
下
第
三
位
を
四
捨
五
入
）
を
括

弧
に
入
れ
て
示
す
）、
Ａ
に
あ
た
る
《
本
》
を
併
記
し
、
Ｃ
に
該
当
す
る
字
母

に
は
◎
を
付
け
た
。

　

読
本
本
文
で
は
《
保
》
が
《
本
》
よ
り
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
振
り
仮

名
で
は
《
本
》
が
《
保
》
の
二
倍
以
上
使
用
さ
れ
て
い
る
。
合
巻
で
は
【
ホ
】

は
《
本
》
の
み
で
あ
る
が
、
読
本
本
文
・
振
り
仮
名
で

は
両
方
に
、
あ
る
程
度
《
保
》
の
使
用
数
が
認
め
ら
れ

る
。《
保
》
は
黄
表
紙
や
合
巻
で
は
少
数
の
使
用
も
し

く
は
避
け
ら
れ
る
傾
）
9
（
向
が
あ
り
、
明
ら
か
に
ジ
ャ
ン
ル

に
よ
る
違
い
が
あ
る
字
母
の
一
つ
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。

　

Ｄ
に
関
し
て
は
読
本
本
文
に
【
ヱ
】
の
仮
名
が
調
査

範
囲
内
に
登
場
し
な
か
っ
た
た
め
、
読
本
振
り
仮
名
と

合
巻
本
文
の
み
に
使
用
さ
れ
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。

　

Ｅ
は
【
ミ
】
の
《
美
》
の
み
で
あ
り
、
一
例
で
あ
っ

た
。
ほ
か
は
す
べ
て
《
三
》
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
一
例
は
次
の
も
の
で
あ
る
。
該
当
箇
所
の
み

《
美
》
で
示
し
、
あ
と
は
通
行
の
平
仮
名
表
記
で
示
す
。

﹇
こ
と
﹈
は
合
字
で
あ
る
。
該
当
箇
所
は
「

」
に
付

さ
れ
た
振
り
仮
名
「
み
こ
と
の
り
」
で
あ
り
、
こ
の
語

頭
の
「
み
」
が
《
美
》
で
あ
る
。

　
　

〈
美
〉﹇
こ
と
﹈の
り

（
巻
之
一　

十
一
丁
裏　

三
行
目
）

　

こ
の
振
り
仮
名
の
直
上
は
漢
字
で
あ
り
、「
時
」
に
「
と
き
」
と
い
う
振
り

仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
振
り
仮
名
「
と
き
」
が
す
ぐ
下
の
「《
美
》﹇
こ

と
﹈
の
り
」
に
続
い
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
、
語
の
区
切
れ
と
し
て
《
美
》
の

使
用
に
関
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
例
の
み
な
の
で
判
断
し
難
い
。

　

Ｆ
は
読
本
本
文
の
み
に
使
用
さ
れ
て
い
た
字
母
で
あ
る
。
こ
の
Ｆ
の
仮
名
が

多
い
点
に
、
読
本
の
特
徴
が
表
れ
て
い
る
。
Ｆ
に
つ
い
て
も
後
に
検
討
し
た
い
。

　

振
り
仮
名
は
Ａ
・
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
振
り
仮
名
に
関
し
て

は
「
振
り
仮
名
と
い
う
、
美
し
さ
よ
り
も
わ
か
り
や
す
さ
を
目
的
と
す
る
実
用

的
な
仮
名
で
は
、
単
純
な
形
が
採
用
さ
れ
て
い
）
10
（
た
」
と
い
う
特
性
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
Ａ
の
字
母
の
も
の
と
Ｂ
の
字
母
の
も
の
の
字
の
大
き
さ
を
比
較
す

る
と
、
Ｂ
の
方
が
横
幅
が
あ
っ
た
り
、
平
仮
名
と
し
て
も
画
数
が
多
く
複
雑
に

み
え
る
形
で
あ
る
の
で
、
漢
字
の
横
に
小
さ
な
文
字
で
表
記
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
振
り
仮
名
に
Ｂ
の
も
の
は
使
用
を
避
け
た
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。『
雨

月
物
語
』
に
使
用
さ
れ
た
振
り
仮
）
11
（
名
と
『
椿
説
弓
張
月
』
の
振
り
仮
名
の
字
母

を
対
照
す
る
と
、『
雨
月
物
語
』
に
は
《
春
》《
太
》《
美
》、『
椿
説
弓
張
月
』

に
は
《
丹
》《
連
》《
和
》
の
三
例
が
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
他
の

字
母
は
一
致
し
た
。
読
本
の
振
り
仮
名
は
本
文
に
比
し
て
字
母
の
数
を
減
ら
す

意
識
が
働
く
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

三

　

ま
ず
、
Ａ
の
字
母
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

表 1

字母 読本本文 読本振り 合巻

ホ
◎保 39（86.7％） 35（31.0％） 0
　本  6（13.3％） 78（69.0％） 80（100％）



― 108 ―

市地英　馬琴小説の平仮名字母の研究

　

読
本
本
文
・
振
り
仮
名
、
合
巻
に
共
通
し
て
い
た
一
種
類
の
も
の
は
、
多
く

の
資
料
に
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
説
明
す
る
に
は
及
ば
な
い
。
ほ
と
ん
ど
が

現
行
仮
名
の
字
母
に
あ
た
る
。《
可
》《
尓
》《
本
》《
三
》《
王
》
は
現
行
仮
名

で
は
な
い
が
、
江
戸
の
板
本
で
最
も
使
用
さ
れ
て
い
た
仮
名
で
あ
る
こ
と
は
、

い
う
ま
で
も
な
い
。

　

次
に
、
複
数
種
の
字
母
が
使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
で
は
、
ど
の
よ
う
な
使
用

数
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。
該
当
す
る
仮
名
は
【
ケ
】

【
シ
】【
ス
】【
タ
】【
ネ
】【
ハ
】【
リ
】
で
あ
る
。
表
2
は
二
種
類
の
字
母
の
使

用
数
を
ま
と
め
（
割
合
（
小
数
点
以
下
第
三
位
を
四
捨
五
入
）
を
括
弧
に
入
れ

て
示
す
）、
該
当
字
母
に
は
◎
を
つ
け
、
Ｆ
に
該
当
す
る
読
本
本
文
の
み
に
み

ら
れ
る
字
母
が
あ
る
場
合
は
併
記
し
た
。

　

ま
ず
、【
ケ
】
は
、
読
本
本
文
は
《
介
》
が
多
く
、《
計
》
は
そ
の
約
半
数
で

あ
る
。
ま
た
本
文
の
み
に
《
希
》
が
少
数
使
用
さ
れ
て
い
る
。
振
り
仮
名
は

《
計
》
が
は
る
か
に
多
く
、《
介
》
の
使
用
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
合
巻
は

《
計
》
が
多
く
、《
介
》
は
そ
の
半
数
と
な
っ
て
お
り
、
読
本
本
文
・
振
り

仮
名
、
合
巻
そ
れ
ぞ
れ
で
使
用
傾
向
と
比
率
が
異
な
る
こ
と
が
分
か
る
。

読
本
に
お
い
て
は
、
本
文
と
振
り
仮
名
で
二
種
の
字
母
の
使
用
数
が
逆
転

し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
だ
と
い
え
る
。《
介
》
は
助
動
詞
「
け
り
」「
け

ん
」
と
い
っ
た
付
属
語
や
、
形
容
詞
活
用
語
尾
に
慣
用
的
に
用
い
ら
れ
）
12
（
る

と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
読
本
本
文
の
《
介
》
が
振
り
仮
名
よ
り
多
い
の
は

本
文
に
《
介
》
の
慣
用
的
使
用
が
偏
る
か
ら
か
と
推
測
で
き
る
が
、
本
稿

で
は
そ
の
可
能
性
に
触
れ
る
に
留
め
、
詳
し
い
検
討
は
別
の
機
会
に
譲
り

た
い
。

　
【
シ
】
は
読
本
本
文
・
振
り
仮
名
、
合
巻
そ
れ
ぞ
れ
で
使
用
比
率
は
異

な
る
が
、
い
ず
れ
も
《
之
》
の
使
用
数
の
方
が
《
志
》
よ
り
多
い
。【
シ
】

は
《
志
》
が
語
頭
、《
之
》
が
非
語
頭
と
い
う
使
用
傾
向
が
あ
る
と
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。『
椿
説
弓
張
月
』
と
『
行
平
鍋
須
磨
酒
宴
』
の
数
量
に

も
、
そ
う
し
た
傾
向
が
表
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
【
ス
】
は
、
読
本
本
文
は
《
春
》
が
圧
倒
的
に
多
く
、《
寸
》
の
使
用
は

わ
ず
か
で
あ
っ
た
。《
寸
》
は
読
本
本
文
の
み
に
使
用
さ
れ
た
《
須
》
よ

表 2

字母 読本本文 読本振り 合巻

ケ
◎介  57（64.8％）  32（21.9％）  40（33.3％）
◎計  25（28.4％） 114（78.1％）  80（66.7％）
　希  6（6.8％） 0 0

シ
◎之 418（89.1％） 308（67.2％） 341（74.6％）
◎志  51（10.9％） 150（32.8％） 116（25.4％）

ス
◎春 167（86.5％）  21（15.0％） 150（95.5％）
◎寸  9（4.7％） 119（85.0％）  7（4.5％）
　須 17（8.8％） 0 0

タ
◎多 146（99.3％） 432（99.1％） 223（89.6％）
◎太  1（0.7％）  4（0.9％）  26（10.4％）

ネ
◎祢   6（85.7％）  25（49.0％）  11（25.6％）
◎年   1（14.4％）  26（51.1％）  32（74.5％）

ハ
◎八 417（88.3％）  90（45.5％） 258（78.2％）
◎者 39（8.4％） 108（54.5％）  72（21.8％）
　盤 16（3.4％） 0 0

リ
◎利 347（94.3％） 150（92.0％） 239（93.0％）
◎里 21（5.7％） 13（8.0％） 18（7.0％）
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り
使
用
比
率
が
低
い
。
そ
の
一
方
で
、
振
り
仮
名
は
《
寸
》
が
は
る
か
に
多
く
、

《
春
》
が
少
な
い
。
合
巻
は
《
春
》
が
圧
倒
的
に
多
く
、《
寸
》
が
わ
ず
か
と
い

う
結
果
で
あ
り
、
読
本
本
文
の
使
用
数
と
似
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
し
、

《
寸
》《
春
》
は
江
戸
の
文
献
に
ほ
ぼ
例
外
な
く
み
ら
れ
る
も
の
の
、
特
定
の
使

用
傾
向
が
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
特
に
見
出
さ
れ
て
い
な
）
13
（
い
。

　
【
タ
】
は
読
本
本
文
・
振
り
仮
名
、
合
巻
で
、
い
ず
れ
も
《
多
》
の
使
用
数

が
《
太
》
を
大
き
く
上
回
る
結
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、《
太
》
の
使
用
が
読

本
本
文
・
振
り
仮
名
で
は
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
あ
る
の
に
対
し
、
合
巻
で
は

一
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
使
用
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
読
本
と
合
巻
で

《
太
》
の
使
用
に
差
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
庶
民
向
け
平
仮
名
文
の
草
双
紙

で
は
、
語
の
区
切
れ
を
明
示
す
る
補
助
的
な
平
仮
名
が
あ
）
14
（
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
。《
太
》
は
語
頭
に
使
用
さ
れ
る
例
）
15
（
が
多
く
、
合
巻
に
《
太
》
が
読
本

よ
り
多
い
の
は
、
庶
民
向
け
の
平
仮
名
文
の
性
質
を
持
つ
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
【
ネ
】
は
、
読
本
本
文
は
【
ネ
】
の
使
用
例
自
体
が
七
例
と
少
な
い
の
で
、

傾
向
を
判
断
す
る
に
は
早
計
で
あ
る
が
、《
祢
》
の
使
用
が
六
例
を
占
め
て
い

る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
。
振
り
仮
名
に
《
祢
》《
年
》
が
ほ
ぼ
同
等
に
使
用
さ

れ
て
い
た
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
合
巻
で
は
【
ネ
】
は
《
年
》
が
《
祢
》
の
二

倍
以
上
で
あ
り
、
読
本
本
文
・
振
り
仮
名
、
合
巻
、
い
ず
れ
も
使
用
傾
向
が
異

な
っ
た
。《
祢
》《
年
》
も
他
の
文
献
で
、《
祢
》
は
語
の
位
置
に
拘
ら
ず
ど
こ

に
で
も
使
用
さ
れ
、《
年
》
は
非
語
頭
に
偏
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
仮
名

で
あ
）
16
（
る
。

　
【
ハ
】
は
、
読
本
本
文
は
《
八
》
が
圧
倒
的
に
多
く
、《
者
》
は
そ
れ
よ
り
少

な
い
。
振
り
仮
名
は
《
者
》
が
や
や
多
い
が
《
八
》
も
ほ
ぼ
同
等
に
使
用
さ
れ

て
い
た
。
合
巻
は
《
八
》
が
多
い
が
、《
者
》
の
使
用
数
も
決
し
て
少
な
く
は

な
い
。
こ
の
よ
う
に
【
ハ
】
の
使
用
比
率
に
は
そ
れ
ぞ
れ
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
。

《
八
》
は
助
詞
や
ハ
行
転
呼
音
な
ど
へ
の
使
い
分
）
17
（

け
が
知
ら
れ
て
お
り
、【
ケ
】

と
同
様
に
慣
用
的
な
使
い
分
け
が
読
本
本
文
・
振
り
仮
名
の
字
母
使
用
傾
向
に

影
響
し
て
い
る
と
推
測
で
き
る
が
、
こ
ち
ら
も
今
回
は
そ
の
可
能
性
に
触
れ
る

に
止
め
る
。

　
【
リ
】
は
い
ず
れ
も
《
利
》
が
九
割
以
上
使
用
さ
れ
、《
里
》
が
少
な
い
。
読

本
本
文
・
振
り
仮
名
、
合
巻
そ
れ
ぞ
れ
の
割
合
も
同
等
と
い
え
る
。【
リ
】
に

は
、
共
通
し
た
使
用
規
則
が
あ
っ
た
か
と
推
測
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
読
本
本
文
・
振
り
仮
名
、
合
巻
で
共
通
し
て
い
る
仮
名
で
も
、

必
ず
し
も
同
傾
向
で
は
な
い
と
分
か
っ
た
。
こ
れ
ら
二
種
の
字
母
も
多
く
の
文

献
で
み
ら
れ
る
が
、
読
本
と
合
巻
で
使
用
数
の
傾
向
が
異
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。

合
巻
で
は
、
必
ず
い
ず
れ
も
片
方
の
字
母
が
多
く
使
用
さ
れ
、
も
う
一
方
が
そ

れ
よ
り
少
な
い
。
多
い
字
母
が
少
な
い
字
母
の
二
倍
ほ
ど
使
用
さ
れ
て
い
る
場

合
、
圧
倒
的
に
少
な
い
場
合
と
い
っ
た
数
量
の
違
い
は
あ
る
が
、
主
体
的
な
字

母
、
補
助
的
な
字
母
と
い
っ
た
傾
向
は
一
致
し
て
い
る
。
読
本
本
文
・
振
り
仮

名
は
、
二
種
の
字
母
の
使
用
数
が
逆
転
し
て
い
る
、
ま
た
は
使
用
比
率
が
異
な

る
仮
名
が
あ
っ
た
。

四

　

次
に
、
Ｂ
の
読
本
本
文
と
合
巻
で
の
み
二
種
類
の
字
母
が
み
ら
れ
た
【
カ
】

【
キ
】【
ツ
】【
ニ
】【
ヒ
】【
マ
】【
レ
】【
ヲ
】
を
み
て
い
き
た
い
。
使
用
数
は

表
3
に
ま
と
め
（
割
合
（
小
数
点
以
下
第
三
位
を
四
捨
五
入
）
を
括
弧
に
入
れ
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て
示
す
）、
該
当
字
母
に
は
◎
を
付
け
、
同
じ
仮
名
を
表
わ
す
Ａ
・
Ｆ
に
あ
た

る
字
母
と
併
記
し
た
。

　

い
ず
れ
も
二
種
類
の
字
母
の
一
方
が
多
く
使
用
さ
れ
、
も
う
一
方
が
そ
れ
よ

り
少
な
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。
片
方
が
主
体
的
に
使
用
さ
れ
て
、
も
う
一
方

が
補
助
的
に
使
用
さ
れ
て
い
た
字
母
と
み
ら
れ
る
。

　
【
カ
】
は
《
可
》
が
主
体
的
に
使
用
さ
れ
、《
加
》
が
補
助
的
で
あ
る
。
そ
の

割
合
は
読
本
本
文
と
合
巻
で
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
。《
加
》
は
こ
れ
ま
で
調

査
さ
れ
た
文
献
の
ほ
と
ん
ど
で
語
頭
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。

　
【
キ
】
は
《
幾
》
が
主
体
で
あ
り
、
補
助
的
な
《
起
》
の
割
合
が
読
本
本
文

の
方
が
若
干
多
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
読
本
、
合
巻
と
も
に
《
起
》
は
二
割
か

ら
三
割
使
用
さ
れ
、
ほ
か
の
字
母
と
比
べ
て
も
や
や
使
用
頻
度
が
高
い
と
い
え

よ
う
。《
起
》
も
ほ
ぼ
例
外
な
く
語
末
で
の
使
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
【
ツ
】
は
い
ず
れ
も
圧
倒
的
に
《
川
》
の
使
用
数
が
多
い
。《
徒
》
は
使
用
数

が
読
本
が
八
、
合
巻
が
二
と
、
読
本
の
方
が
若
干
多
め
で
あ
る
。《
徒
》
も
語

頭
に
限
っ
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
）
18
（
る
。

　
【
ニ
】
は
《
尓
》
が
圧
倒
的
に
多
く
使
用
さ
れ
、《
仁
》
の
使
用

は
一
、
二
例
と
わ
ず
か
で
あ
る
。
読
本
本
文
だ
と
《
尓
》
の
次
に

《
丹
》
が
多
く
使
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
次
に
《
耳
》、
一
番
少
な

い
の
が
《
仁
》、
と
い
う
字
母
の
種
類
の
多
様
さ
が
あ
り
、
合
巻

が
《
尓
》《
仁
》
の
二
種
の
み
で
あ
る
の
に
対
し
、
読
本
本
文
に

は
特
殊
な
字
母
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
分
か
る
。《
仁
》
は
、
他

の
文
献
で
語
頭
で
の
使
用
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い
）
19
（
る
。

　
【
ヒ
】
は
《
比
》
が
主
体
的
で
あ
り
、《
飛
》
の
使
用
は
わ
ず
か

で
あ
る
。《
飛
》
は
板
本
に
よ
っ
て
は
語
頭
に
使
用
さ
れ
る
こ
と

が
分
か
っ
て
い
）
20
（
る
。

　
【
マ
】
は
主
体
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
字
母
は
《
末
》
で
あ
る
。

読
本
本
文
の
《
満
》
の
使
用
比
率
が
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る

一
方
、
合
巻
で
は
一
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
使
用
が
み
ら
れ
、
読

本
本
文
よ
り
使
用
頻
度
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、《
満
》

は
特
定
の
語
で
の
使
用
や
、
非
語
頭
で
の
使
用
傾
向
が
指
摘
さ
れ

表 3

字母 読本本文 読本振り 合巻

カ
　可 349（89.9％） 378（100％） 411（89.1％）
◎加  39（10.1％） 0  46（10.9％）

キ
　幾  84（67.7％） 261（100％） 140（79.5％）
◎起  26（32.3％） 0  36（20.5％）

ツ
　川  96（91.4％） 219（100％） 214（99.1％）
◎徒  8（7.6％） 0  2（0.9％）
　津  1（1.0％） 0 0

ニ

　尓 473（87.1％）  53（100％） 268（99.3％）
　丹  67（12.3％） 0 0
　耳  2（0.3％） 0 0
◎仁  1（0.2％） 0  2（0.7％）

ヒ
　比 152（96.8％） 194（100％） 181（99.5％）
◎飛  5（3.2％） 0  1（0.5％）

マ
　末  88（95.7％） 208（100％） 166（84.3％）
◎満  4（4.3％） 0  31（15.7％）

レ
　礼 161（77.0％）  86（100％） 160（98.8％）
◎連  48（23.0％） 0  2（1.2％）

ヲ
　遠 424（98.4％）  42（100％） 176（94.6％）
◎越  7（1.6％） 0 10（5.4％）
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て
い
）
21
（
る
。

　
【
レ
】
は
《
礼
》
が
主
体
的
に
使
用
さ
れ
、【
マ
】
と
は
逆
に
、
補
助
的
な
字

母
の
《
連
》
は
合
巻
に
は
少
な
い
が
、
読
本
本
文
に
は
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
や

や
多
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。《
連
》
も
文
献
に
よ
っ
て
は
語
末
に
使
用
が
偏

る
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い
）
22
（
る
が
、
大
体
の
文
献
で
は
特
に
定
ま
っ
た
使
用
傾
向

が
み
ら
れ
ず
、
時
折
混
ぜ
ら
れ
る
仮
名
と
い
う
見
方
も
あ
）
23
（
る
。

　
【
ヲ
】
は
《
遠
》
が
主
体
的
で
あ
り
、
補
助
的
な
字
母
《
越
》
の
使
用
数
は

読
本
本
文
と
合
巻
で
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
。《
越
》
は
助
詞
に
使
用
さ
れ
て
い

る
場
合
の
あ
る
字
）
24
（
母
だ
が
、
使
用
の
偏
り
な
ど
の
指
摘
は
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、《
加
》《
起
》《
徒
》《
仁
》《
飛
》《
満
》
は
、
他
の
文
献
に

も
登
場
し
、
語
の
特
定
の
位
置
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
字
母
で
あ
る

と
分
か
る
。
ま
た
、《
越
》
は
助
詞
に
使
用
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
る
と
、
Ｂ
に
該
当
す
る
字
母
は
文
・
文
章
の
表
記
に
用
い
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
、
読
本
本
文
、
合
巻
と
い
っ
た
平
仮
名
で
の
文
・
文
章
表
記
で
語
の
区

切
れ
や
文
の
切
れ
目
な
ど
の
表
示
に
活
用
さ
れ
た
仮
名
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か

し
、《
連
》
は
機
能
を
断
定
し
難
く
、
先
行
研
究
を
参
照
す
る
と
、
む
し
ろ
装

飾
的
な
役
割
が
あ
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
た
。

　
【
カ
】【
キ
】【
ツ
】【
ニ
】【
ヒ
】【
ヲ
】
は
個
々
の
仮
名
に
お
い
て
、
読
本
本

文
と
合
巻
の
間
で
は
さ
ほ
ど
使
用
数
に
大
き
な
異
な
り
は
な
い
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
る
。
一
方
で
明
ら
か
に
読
本
本
文
と
合
巻
で
使
用
比
率
が
異
な
る
仮
名
が

あ
っ
た
。

　
【
マ
】
は
合
巻
の
《
満
》
の
使
用
比
率
が
読
本
本
文
よ
り
多
い
。【
レ
】
は
読

本
本
文
に
お
い
て
《
連
》
の
割
合
が
合
巻
よ
り
多
い
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
読

本
本
文
、
合
巻
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
補
助
的
な
字
母
の
使
用
に
違
い
が
あ
る
こ

と
の
表
れ
で
あ
る
。

　

読
本
本
文
と
合
巻
で
、
語
の
区
切
れ
や
文
の
区
切
れ
を
示
す
字
母
が
使
用
さ

れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
文
と
平
仮
名
主
体
の
文
と
で
、
そ
の

機
能
が
使
用
さ
れ
る
場
合
も
変
化
す
る
に
違
い
な
く
、《
満
》《
連
》
は
特
に

ジ
ャ
ン
ル
の
異
な
り
が
影
響
す
る
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

五

　

最
後
に
、
Ｆ
に
該
当
す
る
、
読
本
本
文
に
の
み
使
用
さ
れ
た
字
母
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。
こ
れ
ら
は
『
椿
説
弓
張
月
』
に
お
け
る
字
母
の
種
類
を
豊
富
に

し
て
お
り
、
最
も
特
徴
的
な
面
と
い
え
る
。

　

該
当
す
る
仮
名
は
【
ア
】【
ケ
】【
コ
】【
ス
】【
ツ
】【
ト
】【
ニ
】【
ノ
】

【
ハ
】【
フ
】【
ヘ
】【
メ
】【
ル
】【
ロ
】
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
数
は
表
4

に
ま
と
め
た
（
割
合
（
小
数
点
以
下
第
三
位
ま
で
を
四
捨
五
入
）
を
括
弧
に
入

れ
て
示
す
）。
表
に
は
同
じ
仮
名
で
あ
る
Ａ
・
Ｂ
の
字
母
と
併
記
し
、
Ｆ
に
該

当
す
る
字
母
に
は
◎
を
付
し
て
あ
る
。

　

Ｆ
の
字
母
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
仮
名
に
お
い
て
使
用
比
率
が
最
も
高
い
字
母

よ
り
少
な
い
。

　
【
ア
】
は
《
阿
》
が
《
安
》
に
対
し
て
は
る
か
に
少
な
い
。
こ
の
字
母
は
黄

表
紙
や
洒
落
）
25
（
本
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
特
定
の
用
法
を
指
摘
さ
れ
て

い
な
い
。

　
【
ケ
】
は
Ａ
に
分
類
さ
れ
た
《
介
》《
計
》
と
《
希
》
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。

《
希
》
の
使
用
比
率
も
《
介
》《
計
》
に
比
し
て
低
い
。
こ
の
字
母
も
黄
表
紙
で
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使
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
）
26
（
る
。
し
か
し
、
そ
の
使
用
は
、
文
献
に
よ
っ
て
は
非
語

頭
だ
っ
た
り
、
語
頭
だ
っ
た
り
と
、
定
ま
っ
た
傾
向
が
報
告
さ
れ
て
い
な
）
27
（
い
。

　
【
コ
】
は
《
古
》
が
わ
ず
か
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
《
古
》
は
読
本

『
雨
月
物
語
』、
洒
落
本
、
黄
表
紙
で
も
み
ら
れ
る
。
恋
川
春
町
の
小
説
類
に
、

語
頭
で
の
特
定
使
用
が
報
告
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
洒
落
本
『
傾
城
買
二
筋
道
』

で
も
語
頭
に
限
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
）
28
（
る
。

　
【
ス
】
は
《
春
》《
寸
》
の
ほ
か
に
《
須
》
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
傾
向
の
定

ま
ら
な
い
《
春
》《
寸
》
と
は
違
い
、《
須
》
は
多
く
の
文
献
で
語
末
、
助
詞
へ

の
使
用
が
報
告
さ
れ
て
い
）
29
（
る
。
振
り
仮
名
や
合
巻
に
共
通
し
た
《
寸
》
よ
り
も

《
須
》
の
使
用
比
率
が
高
い
こ
と
も
あ
り
、『
椿
説
弓
張
月
』
本
文
に
お
い
て
も

《
須
》
は
特
定
の
使
用
が
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

　
【
ツ
】
に
は
《
津
》
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
字
母
は
他
の
文
献
で
あ
ま

り
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
で
語
頭
に
と
き
お
り
混

ぜ
ら
れ
）
30
（
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
以
外
に
特
に
指
摘
は
さ
れ
て
い
な
い
。

　
【
ト
】
に
は
《
登
》
が
一
例
あ
っ
た
。
こ
の
字
母
も
他
の
文
献
に
あ
ま
り
み

ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
天
保
期
の
『
春
色
梅
兒
誉
美
』
で
は
和
歌
に
使
用
さ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
視
覚
的
効
果
を
狙
っ
た
字
母
だ
と
推
測
さ
れ

て
い
）
31
（
る
。

　
【
ニ
】
は
《
尓
》
の
次
に
《
丹
》
が
多
く
、《
耳
》
は
そ
れ
よ
り

は
る
か
に
少
な
い
。《
丹
》《
耳
》
と
も
に
特
定
の
用
法
が
分
か
っ

て
い
な
い
字
母
で
あ
る
。

　
【
ノ
】
は
《
能
》
が
使
用
さ
れ
、
そ
の
比
率
は
か
な
り
低
い
。

洒
落
本
で
助
詞
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
）
32
（
る
が
、

こ
れ
も
多
く
の
助
詞
に
《
乃
》
が
使
用
さ
れ
て
い
る
中
で
の
こ
と

で
、
そ
れ
以
上
の
用
法
は
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
。

　
【
ハ
】
は
《
盤
》
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、《
盤
》
は
他
の
文
献
に

も
助
詞
に
使
用
さ
れ
る
と
分
か
っ
て
い
）
33
（
る
。
し
か
し
こ
れ
も

《
八
》
を
助
詞
に
使
用
す
る
場
合
が
圧
倒
的
に
多
い
中
で
の
こ
と

で
あ
り
、
洒
落
本
『
傾
城
買
二
筋
道
』
で
は
序
文
で
《
者
》《
八
》

と
と
も
に
使
用
し
て
の
表
記
の
多
様
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
）
34
（
る
。

　
【
フ
】
は
《
婦
》
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
字
母
は
他
の
文

表 4

字母 読本本文

ア
　安 106（92.1％）
◎阿  9（7.8％）

ケ
　介  57（64.8％）
　計  25（28.4％）
◎希  6（6.8％）

コ
　己 162（98.8％）
◎古  2（1.2％）

ス
　春 167（86.5％）
　寸  9（4.7％）
◎須 17（8.8％）

ツ
　川  96（91.4％）
　徒  8（7.6％）
◎津 1（1％）

ト
　止 414（99.8％）
◎登  1（0.2％）

ニ

　尓 473（87.1％）
◎丹  67（12.3％）
◎耳  2（0.3％）
　仁  1（0.2％）

字母 読本本文

ノ
　乃 505（97.1％）
◎能 15（2.9％）

ハ
　八 417（88.3％）
　者 39（8.3％）
◎盤 16（3.4％）

フ
　不 128（97.7％）
◎婦  3（2.3％）

ヘ
　部 189（99.5％）
◎遍  1（0.5％）

メ
　女  27（93.1％）
◎免  2（6.9％）

ル

　留 258（98％）
◎累  2（0.8％）
◎流  2（0.8％）
◎類  1（0.4％）

ロ
　呂  25（67.6％）
◎路  12（32.4％）
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献
で
特
定
の
語
に
使
用
さ
れ
る
、
特
に
指
摘
が
な
い
、
語
頭
に
混
じ
る
、
と

い
っ
た
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
）
35
（
る
。

　
【
ヘ
】
は
《
遍
》
が
一
例
あ
っ
た
。
こ
れ
も
《
婦
》
と
同
様
に
黄
表
紙
に
も

み
ら
れ
る
こ
と
が
あ
）
36
（
る
が
、
文
献
に
よ
っ
て
用
法
が
見
出
せ
た
り
特
に
な
か
っ

た
り
す
）
37
（
る
。

　
【
メ
】
に
は
《
免
》
が
わ
ず
か
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
字
母
も
他
の
文

献
に
み
ら
れ
る
が
、
用
法
を
見
出
し
が
た
）
38
（
い
。

　
【
ル
】
は
最
も
多
く
、
三
つ
の
字
母
が
あ
る
。《
累
》《
流
》《
類
》
は
い
ず
れ

も
使
用
比
率
が
低
い
。《
累
》
は
黄
表
紙
に
使
用
さ
れ
た
）
39
（
例
が
あ
り
、《
流
》
は

読
本
『
雨
月
物
語
』、
洒
落
本
『
傾
城
買
二
筋
道
』
に
使
用
が
あ
っ
た
が
、

《
類
》
は
他
の
文
献
に
お
い
て
も
使
用
例
が
な
か
っ
た
。
こ
の
三
つ
の
字
母
も
、

先
行
研
究
に
お
い
て
特
に
用
法
を
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
【
ロ
】
の
《
路
》
は
他
の
字
母
に
比
べ
て
使
用
比
率
が
高
い
と
い
え
る
。

《
路
》
も
特
定
の
用
法
が
指
摘
さ
れ
て
い
な
）
40
（
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
Ｆ
の
読
本
本
文
の
み
に
使
用
さ
れ
て
い
た
字
母
は
、
洒
落

本
、
黄
表
紙
、
合
巻
な
ど
で
総
括
し
て
特
定
の
用
法
を
見
出
し
が
た
い
も
の
が

多
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
『
椿
説
弓
張
月
』
本
文
と
、
読
本
『
雨
月
物
語
』
や
洒
落
本
『
無
頼
通
説
法
』

『
傾
城
買
二
筋
道
』
の
本
文
の
字
）
41
（
母
を
対
照
す
る
と
、
基
本
的
な
字
母
は
お
お

む
ね
合
致
し
、
読
本
本
文
の
み
の
字
母
も
、
ほ
と
ん
ど
が
い
ず
れ
か
の
本
に
お

い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。『
椿
説
弓
張
月
』
本
文
の
み
の
字
母
は
《
類
》
だ
け

で
あ
っ
た
。
ま
た
現
在
の
「
は
」
の
字
母
に
当
た
る
《
波
》
が
、『
雨
月
物
語
』

『
無
頼
通
説
法
』『
傾
城
買
二
筋
道
』
に
は
使
用
さ
れ
て
い
る
の
に
、『
椿
説
弓

張
月
』
に
は
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
）
42
（
た
。
こ
れ
も
『
椿
説
弓
張
月
』
の
特
徴
と

い
え
る
。

　

教
養
層
が
読
者
対
象
と
さ
れ
て
い
た
前
期
読
本
、
洒
落
）
43
（

本
の
流
れ
を
受
け
た

後
期
読
本
『
椿
説
弓
張
月
』
は
、
特
定
の
用
法
が
み
ら
れ
な
い
字
母
、
つ
ま
り

装
飾
的
な
用
字
が
意
識
さ
れ
た
字
母
が
多
様
に
使
用
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

し
か
し
、『
椿
説
弓
張
月
』
独
自
の
表
記
と
い
え
る
ほ
ど
の
字
の
種
類
は
使
用

さ
れ
て
お
ら
ず
、
他
の
文
献
で
も
み
ら
れ
る
字
母
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。

六

　
『
椿
説
弓
張
月
』
と
『
行
平
鍋
須
磨
酒
宴
』
の
平
仮
名
に
は
、
ま
ず
ど
ち
ら

で
も
使
わ
れ
て
い
る
基
本
的
な
字
母
が
あ
り
、
読
本
に
は
更
に
ジ
ャ
ン
ル
を
意

識
し
た
か
と
考
え
ら
れ
る
字
母
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
あ
る
程
度
予
想
で
き

る
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

読
本
な
ら
使
用
す
る
も
の
、
合
巻
で
は
使
用
を
避
け
る
も
の
と
い
っ
た
、
平

仮
名
の
選
択
が
可
能
で
あ
っ
た
実
態
が
み
え
た
。
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
平
仮
名

表
記
に
選
択
肢
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
現
代
に
は
な
い
表
記
意
識
が
江
戸
の

小
説
類
の
仮
名
使
用
に
表
れ
て
い
る
と
い
え
る
。『
行
平
鍋
須
磨
酒
宴
』
の
ほ

と
ん
ど
の
字
母
は
他
の
多
く
の
資
料
で
も
使
用
が
認
め
ら
れ
、
当
時
の
基
本
的

な
字
母
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
仮
名
に
対
し
一
種
か
ら
二
種
の
字
母
が
使
用

さ
れ
て
、
二
種
の
場
合
は
い
ず
れ
も
片
方
が
多
め
で
、
も
う
片
方
は
そ
れ
よ
り

少
な
め
と
い
う
関
係
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
少
な
め
の
字
母
は
他
の
文
献
で
使
用

位
置
に
偏
り
の
あ
る
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
か
っ
た
（
た
だ
し
、
今
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回
の
調
査
の
始
め
に
述
べ
よ
う
に
、
字
母
の
種
類
を
概
観
す
る
こ
と
が
趣
旨
な

の
で
、
使
用
位
置
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
同
字
母
の
別
字
体
の
問
題
を
考
慮
し

な
が
ら
改
め
て
調
査
し
た
い
）。

　

一
方
で
『
椿
説
弓
張
月
』
は
、『
行
平
鍋
須
磨
酒
宴
』
と
共
通
の
基
本
的
な

字
母
も
当
然
使
用
さ
れ
、
そ
れ
に
加
え
て
読
本
の
み
の
字
母
が
あ
り
、
字
母
の

種
類
の
豊
富
さ
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
字
母
を
他
の
文
献
と
対
照
す
る
と
、

少
し
遡
っ
た
読
本
や
洒
落
本
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と
共
通
す
る
も
の
が
多

か
っ
た
。
こ
の
読
本
の
み
の
字
母
は
他
文
献
で
使
用
位
置
の
偏
り
の
指
摘
が
さ

れ
て
い
な
い
、
も
し
く
は
文
献
に
よ
っ
て
使
用
位
置
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
字
母
は
、
装
飾
的
に
用
い
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
（
な
お
、
こ
れ
ら
の
『
椿
説
弓
張
月
』
の
実
態
も
、
改
め
て
調
査
し
た

い
）。

　

読
本
の
字
母
に
は
他
の
ジ
ャ
ン
ル
に
は
み
ら
れ
な
い
、
特
殊
な
も
の
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
予
想
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
既
に
検
討
し
た
よ
う
に
、

『
椿
説
弓
張
月
』
の
み
に
み
ら
れ
た
特
殊
な
字
母
は
一
種
の
み
で
あ
り
、
ほ
か

は
黄
表
紙
に
は
少
な
い
も
の
の
、『
雨
月
物
語
』
や
洒
落
本
二
種
と
共
通
す
る

も
の
が
多
か
っ
た
。
読
本
板
本
の
詳
細
な
調
査
が
な
か
っ
た
の
で
今
回
そ
の
調

査
を
行
っ
た
が
、
馬
琴
読
本
に
は
、
合
巻
の
よ
う
な
大
衆
的
・
実
用
的
な
仮
名

使
用
に
近
い
も
の
と
、
洒
落
本
な
ど
に
み
ら
れ
た
字
母
を
受
け
継
い
で
、
装
飾

的
な
使
用
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
面
が
併
在
し
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
た
。

注
1　

本
稿
で
は
イ
ロ
ハ
四
十
七
お
よ
び
ン
を
加
え
た
四
十
八
の
仮
名
の
区
別
を
【 

】
の

中
に
片
仮
名
を
入
れ
て
示
す
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
字
母
は
《 

》
で
囲
ん
で
表
す
。

2　

前
田
（
一
九
七
一
）
に
お
い
て
、
中
世
の
写
本
か
ら
江
戸
時
代
の
板
本
の
平
仮
名

字
体
の
種
類
の
割
合
を
調
査
し
、
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
世
の
写
本
か
ら
近

世
の
板
本
に
移
り
変
わ
る
間
に
平
仮
名
の
種
類
が
減
少
し
た
点
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、

浜
田
（
一
九
七
九
）
で
は
、
古
活
字
本
、
仮
名
草
子
、
西
鶴
本
、
馬
琴
読
本
、
草
双

紙
と
い
っ
た
各
ジ
ャ
ン
ル
の
平
仮
名
字
体
の
総
数
が
時
代
が
進
む
に
つ
れ
収
斂
傾
向

に
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

3　

木
越
（
一
九
八
九
）
で
は
、
上
田
秋
成
が
『
春
雨
物
語
』
に
使
用
し
て
い
る
平
仮

名
を
字
母
で
分
類
し
て
調
査
し
て
い
る
が
、
自
筆
稿
本
に
お
け
る
調
査
で
あ
り
、
板

本
の
調
査
で
は
な
い
。
大
島
（
二
〇
〇
〇
）
で
は
馬
琴
の
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』
が

調
査
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
も
自
筆
稿
本
か
ら
作
家
の
表
記
意
識
を
探
っ
た
も
の

で
あ
る
。

4　

浜
田
（
一
九
七
九
）
参
照
。

5　
『
滝
沢
馬
琴
集　

第
九
巻
』（
古
典
叢
書　

本
邦
書
房　

一
九
九
〇
）
一
八
三
―
一

八
四
頁

6　

板
坂
則
子
編
『
椿
説
弓
張
月
前
編
』（
笠
間
書
院　

一
九
九
六
）、『
行
平
鍋
須
磨
酒

宴
』（『
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
合
巻
曲
亭
馬
琴
集
』
第
三
巻　

フ
ジ
ミ
書
房　

二
〇

〇
八
）
に
よ
っ
た
。

7　

例
え
ば
、
玉
村
（
一
九
九
四
）
で
は
複
数
の
同
字
形
仮
名
グ
ル
ー
プ
を
平
仮
名
字

体
と
し
て
認
定
し
、
字
体
を
定
義
し
て
い
る
。

8　

手
ず
れ
や
汚
れ
で
判
読
不
可
能
な
平
仮
名
、
合
字
「
こ
と
」「
こ
ろ
」「
こ
そ
」
は

調
査
か
ら
省
い
た
。

9　

矢
野
（
一
九
九
〇
）、
久
保
田
（
一
九
九
六
）、
内
田
（
一
九
九
八
ａ
）・（
一
九
九

八
ｂ
）・（
二
〇
〇
〇
）
の
調
査
結
果
に
よ
り
、《
保
》
は
使
用
さ
れ
な
い
か
、
使
用
さ

れ
て
も
使
用
例
が
わ
ず
か
で
あ
る
と
分
か
っ
て
い
る
。

10　

前
田
（
一
九
七
一
）
一
二
二
頁
―
一
二
三
頁

11　

前
田
（
一
九
七
一
）
の
調
査
結
果
を
参
照
。
以
下
、『
雨
月
物
語
』
の
字
母
と
対
照

す
る
際
は
前
田
（
一
九
七
一
）
に
よ
る
。

12　

内
田
（
一
九
九
八
）、
久
保
田
（
一
九
九
五
）（
一
九
九
七
）（
一
九
九
八
）（
二
〇

〇
九
）、
矢
野
（
一
九
九
〇
）
な
ど
で
使
い
分
け
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

13　

内
田
（
一
九
九
八
ａ
）（
二
〇
〇
〇
）、
久
保
田
（
一
九
九
五
）（
一
九
九
八
）（
二



― 115 ―

成蹊國文　第四十六号　（2013）

〇
〇
九
）、
矢
野
（
一
九
九
〇
）（
一
九
九
二
）
な
ど
で
《
春
》《
寸
》
は
検
討
さ
れ
て

い
る
が
、
資
料
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
統
一
的
用
法
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
。

14　

矢
野
（
一
九
九
〇
）、
久
保
田
（
一
九
九
五
）
な
ど
で
言
及
さ
れ
て
い
る
。

15　

内
田
（
一
九
九
八
ａ
）、
久
保
田
（
一
九
九
五
）（
一
九
九
六
）（
一
九
九
七
）（
一

九
九
八
）、
玉
村
（
一
九
九
四
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

16　

久
保
田
（
一
九
九
五
）（
一
九
九
八
）（
二
〇
〇
九
）、
矢
野
（
一
九
九
〇
）（
一
九

九
二
）
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

17　

安
田
（
一
九
六
七
）、
坂
梨
（
一
九
七
九
）
参
照
。

18　

内
田
（
一
九
九
八
ａ
）、
久
保
田
（
一
九
九
七
）・（
二
〇
〇
九
）
参
照
。

19　

久
保
田
（
一
九
九
七
）・（
二
〇
〇
九
）
参
照
。

20　

内
田
（
一
九
九
八
ａ
）、
久
保
田
（
一
九
九
六
）・（
一
九
九
八
）・（
二
〇
〇
九
）
参

照
。

21　

内
田
（
一
九
九
八
ａ
）、
久
保
田
（
一
九
九
五
）・（
一
九
九
六
）・（
一
九
九
七
）・

（
二
〇
〇
九
）、
玉
村
（
一
九
九
四
）
参
照
。

22　

内
田
（
一
九
九
八
ａ
）
参
照
。

23　

久
保
田
（
一
九
九
七
）
参
照
。

24　

板
本
本
文
に
限
っ
て
、
久
保
田
（
一
九
九
六
）・（
一
九
九
七
）、
内
田
（
一
九
九
八

ａ
）・（
二
〇
〇
〇
）
な
ど
で
報
告
が
さ
れ
て
い
る
。

25　

内
田
（
一
九
九
八
ａ
）
の
黄
表
紙
『
金
銀
先
生
再
寝
夢
』、
同
（
一
九
九
八
ｂ
）
の

合
巻
『
偐
紫
田
舎
源
氏
』、
久
保
田
（
二
〇
〇
九
）
の
洒
落
本
『
毛
傾
城
買
二
筋
道
』、

矢
野
（
一
九
九
〇
）
の
黄
表
紙
『
心
学
時
計
草
』『
新
鋳
小
判
□
』『
奇
妙
頂
礼
胎
錫

杖
』『
怪
談
筆
始
』『
化
物
小
遣
帳
』
参
照
。

26　

矢
野
（
一
九
九
〇
）『
怪
談
筆
始
』
参
照
。

27　

内
田
（
一
九
九
八
ａ
）
の
洒
落
本
『
無
頼
通
説
法
』
で
は
非
語
頭
、
久
保
田
（
一

九
九
六
）
の
黄
表
紙
『
無
益
委
記
』
で
は
語
頭
、
久
保
田
（
二
〇
〇
九
）
の
洒
落
本

『
傾
城
買
二
筋
道
』
で
は
特
定
の
語
に
限
ら
れ
て
使
用
さ
れ
る
、
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。

28　

内
田
（
一
九
九
八
ａ
）
の
洒
落
本
『
無
頼
通
説
法
』
黄
表
紙
『
金
銀
先
生
再
寝
夢
』、

久
保
田
（
一
九
九
六
）
の
黄
表
紙
『
無
益
委
記
』、
同
（
一
九
九
八
）
の
『
金
々
先
生

栄
花
夢
』
と
い
っ
た
恋
川
作
品
、
同
（
二
〇
〇
九
）
の
洒
落
本
『
傾
城
買
二
筋
道
』

参
照
。

29　

内
田
（
一
九
九
八
ａ
）
の
洒
落
本
『
無
頼
通
説
法
』
黄
表
紙
『
金
銀
先
生
再
寝
夢
』、

久
保
田
（
一
九
九
五
）
の
赤
本
、
久
保
田
（
一
九
九
六
）
の
黄
表
紙
『
無
益
委
記
』、

同
（
一
九
九
八
）
の
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
と
い
っ
た
恋
川
作
品
、
同
（
二
〇
〇

九
）
の
洒
落
本
『
傾
城
買
二
筋
道
』
参
照
。

30　

久
保
田
（
一
九
九
八
）
参
照
。

31　

玉
村
（
一
九
九
四
）
参
照
。

32　

内
田
（
一
九
九
八
ａ
）
の
洒
落
本
『
無
頼
通
説
法
』、
久
保
田
（
二
〇
〇
九
）
の
洒

落
本
『
傾
城
買
二
筋
道
』
に
よ
る
。
字
母
は
『
雨
月
物
語
』
や
矢
野
（
一
九
九
〇
）

の
黄
表
紙
『
心
学
時
計
草
』
に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

33　

内
田
（
一
九
九
八
ａ
）
の
洒
落
本
『
無
頼
通
説
法
』
黄
表
紙
『
金
銀
先
生
再
寝
夢
』、

玉
村
（
一
九
九
四
）
の
『
春
色
梅
兒
誉
美
』
参
照
。『
曽
根
崎
心
中
』（
坂
梨
（
一
九

七
九
））
で
も
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

34　

久
保
田
（
二
〇
〇
九
）
参
照
。

35　

内
田
（
一
九
九
八
ａ
）
の
黄
表
紙
『
金
銀
先
生
再
寝
夢
』
で
は
特
定
の
語
、
久
保

田
（
一
九
九
八
）
の
黄
表
紙
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』
で
は
特
に
な
し
、
久
保
田
（
二

〇
〇
九
）
の
洒
落
本
『
傾
城
買
二
筋
道
』
で
は
語
頭
に
混
じ
る
、
と
あ
る
。

36　

矢
野
（
一
九
九
〇
）『
心
学
時
計
草
』『
新
鋳
小
判
□
』『
奇
妙
頂
礼
胎
錫
杖
』『
怪

談
筆
始
』『
化
物
小
遣
帳
』、
矢
野
（
一
九
九
二
）『
尻

御
要
慎
』
と
い
っ
た
黄
表
紙

に
よ
る
。

37　

内
田
（
一
九
九
八
ａ
）
の
洒
落
本
『
無
頼
通
説
法
』、
黄
表
紙
『
金
銀
先
生
再
寝

夢
』
で
は
語
頭
、
久
保
田
（
一
九
九
五
）
の
赤
本
三
種
で
は
特
に
な
し
、
久
保
田

（
一
九
九
六
）
の
黄
表
紙
『
無
益
委
記
』
で
は
語
頭
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

38　

久
保
田
（
一
九
九
六
）
の
黄
表
紙
『
無
益
委
記
』、
同
（
二
〇
〇
九
）
の
洒
落
本

『
傾
城
二
筋
道
』
に
み
ら
れ
た
。

39　

矢
野
（
一
九
九
〇
）『
怪
談
筆
始
』
参
照
。

40　

読
本
『
雨
月
物
語
』、
洒
落
本
『
傾
城
買
二
筋
道
』、
黄
表
紙
『
金
々
先
生
栄
花
夢
』

な
ど
に
使
用
が
認
め
ら
れ
る
。

41　

読
本
『
雨
月
物
語
』、
内
田
（
一
九
九
八
ａ
）
洒
落
本
『
無
頼
通
説
法
』、
久
保
田

（
二
〇
〇
九
）『
傾
城
買
二
筋
道
』
の
調
査
結
果
を
、
字
母
に
直
し
て
換
算
し
、
対
照

し
た
。
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42　

ほ
か
に
『
雨
月
物
語
』
に
は
《
遣
》《
佐
》《
寿
》《
堂
》《
地
》《
那
》《
日
》《
和
》、

『
無
頼
通
説
法
』
に
は
《
具
》《
勢
》《
楚
》《
那
》《
美
》《
和
》《
恵
》、『
傾
城
買
二
筋

道
』
に
は
《
佐
》《
楚
》《
堂
》《
美
》《
恵
》
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。

43　

横
山
邦
治
編
（
一
九
八
五
）、
中
野
三
敏
（
二
〇
一
一
）
二
二
〇
―
二
二
六
頁
参
照
。
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